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はじめに
2020年 1 月頃より新型コロナウイルス感染症

が日本でも広がり始め，学内への感染拡大も避
けがたいと判断されたことから，2 月 5 日に対
策本部が設立され，学内の関連部門と連携して，
情報収集や集約にあたり，塾生，教職員，受験生
等に向けて，感染予防のための注意喚起や，そ
の他必要な措置を決定し，慶應義塾ウェブサイ
ト等において周知するなどの活動が開始された。
いわゆる 3 密を回避するため，卒業式や入学式
などがオンライン開催になり，講義のオンライン
化，学生団体の活動についても合宿の禁止など
多くの制限が必要になり，学生生活は長期にわ
たり大きな影響を受けることになった。本学で
はキャンパスライフを取り戻すことを目標に2021
年 6 月から 9 月にかけてTakeda/Modernaワク
チンの集団接種を三田キャンパスで実施する方

針を決めた。本稿はワクチン接種の実際と学生
の感染状況への効果について記したものである。

ワクチン接種の日程と時程
5 月に文部科学省による大学における拠点接

種に関する調査に対して，本学は積極的に対応
する方針を決めて，準備を開始した。対象者に
は 6 月上旬に案内を開始し，6 月16日からオ
ンラインで予約の受付も開始した。同じく 6 月
16日に会場を設営，翌17日にはリハーサルを実
施した。1 回目の接種は 6 月21日から開始し，
7 月30日まで実施した。2 回目の接種は 7 月19
日から開始し，当初は 8 月28日までを予定し，
30日からの週は予備日を想定していたが，異物
混入情報によって 8 月26日から28日までの接
種が中止されたため，8 月30日から 9 月 1 日
と 3 日を追加の接種日とした。さらに諸事情で
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2 回目の接種を延期する必要があった対象者の
ために，9 月15日に臨時の接種日を設け，日
曜と祝日を除いて，合計58日間，ワクチン接
種を実施した。

各接種日は午前中から薬液の充填を開始し，
12時45分から14時30分までを前半，14時45分
から16時30分までを後半として，15分間に150
名ずつ，1 日合計で2,100名（ピーク時は2,400
名）の予約枠を設定したが，時間延長などで最
大2,726名に接種を実施した日もあった。

ワクチン接種にかかわった人員
期間中，接種に関わった人員としては，医師

は 1 日 8 ～10名ずつ保健管理センターおよび本
学の大学病院，関連病院，医学部卒業生から参
加して，延べ約600名が問診，接種，救護を担
当した。薬剤師は 1 日 5 名ずつ大学病院，薬学
部教員・院生が参加して，薬剤の管理のほか，
延べ約300名が，延べ約200名の看護師・保健
師とともに，薬液の充填を担当した。看護師・
保健師は 1 日15～20名ずつ保健管理センター
および大学病院，看護医療学部教員，卒業生か
ら参加し，延べ約1,300名が接種，救護，薬液

の充填を担当した。その他に延べ約3,000名の
事務職員が受付，書類確認，誘導などを担当，
会場外でも警備員や用務員など多くの人員が関
わった。

接種会場
接種会場の図面を図 1 に示した。1 分間に10

名ずつ接種して，15分から30分待機する計算
から，待機者は常時150名から300名おり，少
なからず体調不良を訴える者が発生することを
想定し，監視しやすいように大きめのホールを
待機場所とした。さらに，対象者が滞留して密
が発生することがないようにホールと隣接した
校舎の 1 フロア（最盛期は 2 フロア）を専用と
して，一方通行ですべての過程が終了するよう
に計画した。医師が接種の可否を判断する問診
時に予診票に不備があると遅滞が発生する可能
性があるため，受付の後，予診票を確認するス
ペースを設けた。図 2 に予診票の確認を行って
いる様子を示した。医師の問診で接種可能と判
断された対象者は図 3 のような接種スペースで
接種を受けた。接種直後に体調不良を訴えた場
合は隣接する図 4 の救護スペースの簡易ベッド

図1　接種会場の図面

慶應義塾大学病院感染制御部資料より
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で臥床して経過を観察するほか，以前の採血や
注射などで体調不良になった既往がある対象者
は救護スペースの簡易ベッドに座って接種を受
け，すぐに臥床して経過を観察するようにした。
救護スペースにはピーク時には14名程度が臥
床できるように準備した。接種直後に問題のな
かった対象者は図 5 に示した待機スペースの
ホールまで歩いて移動し，通常は15分，アレル
ギーの既往などがある場合は30分間経過観察を
受けた。待機中に不調を訴える対象者が発生し
た場合は，担当している医師および看護師が待
機スペースの一角に設けた図 6 に示す救護場所
で必要な措置を行い，救護スペースまで車椅子
で搬送して経過観察するか，救急搬送するかを
判断した。特に問題なく経過した対象者はホー
ルの上部後方の出入り口から退室すると接種会
場の上の階に出ることになり，接種待ちの列と
は別の経路で帰ることができるようにした。

図2　予診票を確認している様子

慶應義塾広報室提供

図3　接種スペース

図5　待機スペースの様子

撮影：齋藤圭美

慶應義塾広報室提供

図4　救護スペース

図6　待機スペース内の救護場所

撮影：齋藤圭美

撮影：齋藤圭美
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ワクチン接種者の内訳，救護，副反応の相談
最終的に本学におけるワクチン接種は98 ,026

回に及び，その内訳を表 1 に示した。学部の学
生の約80％が 2 回の接種を受けたことになる。
約10万回の接種において，アナフィラキシー
ショックの診断に至った事例はなかったが，会
場においてアドレナリンを注射した事例は 2 件，
点滴をしながら観察した事例が 1 件，アレグラⓇ

を服用した事例が 4 件，会場から医療機関での
受診になった事例は救急搬送を含めて 9 件（ア

ナフィラキシーショックの疑いが 1 件，一過性
の意識障害 1 件，呼吸困難の持続 1 件，迷走神
経反射が 3 件，めまいの持続 1 件，しびれ感の
持続 2 件）あった。副反応に関する相談は典型
的な発熱や皮膚反応を除いて，9 月末までに37
件あり，11件については専門外来に紹介した。

ワクチン接種の効果
図 7 に本学と東京都が公表している感染報告1 ）

のうち10代と20代で学生に分類されている感

表1　本学におけるワクチン接種者の内訳

対　象　者 1 回目接種 2 回目接種

慶
應
義
塾

大学学部の学生（通学課程） 22 ,162名 21 ,774名
大学学部の学生（通信教育課程） 1,882名 1 ,857名
大学院の学生 3,180名 3 ,153名
役員および教職員（講師（非常勤）を含む） 4,316名 4 ,295名
役員および教職員（講師（非常勤）を含む）の同居家族 1,972名 1 ,964名
委託職員・関係会社社員等 1,219名 1 ,214名

他

全学的接種（学生および教職員）への協力（14大学，1 機関） 11 ,186名 11 ,106名
海外への留学を予定する学生への支援（28大学） 1,019名 1 ,012名
臨床実習を予定している看護大学，学部，学科の学生および引率教職員への 
支援（ 7 大学） 949名 947名

体育会等課外活動を行う学生への支援（ 3 大学） 727名 700名
文部科学省「留学予定者ワクチン接種支援事業」 708名 684名

合　　計
49 ,320名 48 ,706名

98 ,026名

図7　本学学生と東京都の学生（10代、20代）の感染報告者数の推移
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染者数の推移を示した。東京都の報告におけ
る10代，20代の学生には小学校高学年の児童
や中・高等学校の生徒が紛れている可能性があ
るが，増減の傾向を大きく変化させるほどの数
ではないと思われる。図 7 において，本学学生
の感染者数は左を縦軸とした棒グラフで，東京
都の学生の感染者数は右を縦軸とした折れ線グ
ラフで表した。ワクチン接種が開始された 6 月
中旬までの時期は，本学学生と東京都の学生の
感染者数はよく似た増減を繰り返し，その比は
51：1000であったが，接種開始後，7 月の合計
では12：1000にまで低下し，8 月，9 月とも
に 5：1000とさらに低下した。積極的にワクチ
ンを接種した結果，本学学生の感染は，この期
間，約90％抑制されたと思われる。Takeda/
Modernaワクチンによる感染予防効果は約
95％と報告 2 ）されており，未接種者の存在を
考慮すれば報告通りの効果が得られたと考えら
れる。しかし，2021年末から始まった流行拡
大においては，36：1000と抑制率の低下がみ
られる。従来株よりもワクチンによる感染抑制
の効果が低下するとされているオミクロン変異
株 3 ）による流行の影響に加え，現在，東京都
の10代，20代のワクチン 2 回接種者の比率が
約75％ 4 ）と本学学生の接種率と差がなくなっ
てきている影響によるものと思われる。

結語
本学のキャンパスにおいて実施された新型コ

ロナワクチン職域接種の実際について報告をま
とめた。今後の感染対策の一助になれば幸いで
ある。

本論文では慶應義塾大学医学部倫理委員会
で承認された研究「慶應義塾大学における新
型コロナウイルスの感染状況調査」（承認番号
20200042）のデータの一部を公表している。

本論文の内容の主な部分は，第59回全国大
学保健管理研究集会のシンポジウム（2021年
10月 6 日，広島市）において発表した。
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